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土木と市民社会をつなぐ事業研究会報告（その2） 

 

第 5回研究会において第 6回研究会からは

ブレーンストーミングの結果を受けて「インフラ

メンテ」,「災害対応」,「地球環境・エネルギー問

題・廃棄物対応」「中央と地方との格差対応」,

「国や地域の将来ビジョン」を社会的課題とし

て毎研究会で一つずつ取り上げてこれらの課

題を CSV注釈）の視点で探って行くこととしまし

た CNCP通信（Vol70）で報告した（その 1）に引

き続き報告（その 2）では第 6 回研究会におい

て取り上げた課題は「インフラメンテ」の報告で

す。事前にメンバーから提出頂いたメモは下記

の 12件でした。 

 

 仮 題 提案者 

① インフラリスクの数値化 岩坂 照之 （前田建設工業） 

② ＩＭ事業の民営化 上田 賢司 （西松建設） 

③ ＩＭへの新事業化 岡村 正典 （奥村組） 

④ インフラ診断のプラットフォーム 松田 和繁 （熊谷組） 

⑤ 地域インフラのマネージメント 山崎  晶   （熊谷組） 

⑥ 自治体の IM事業支援 加古 慎   （鉄建建設） 

⑦ 自治体のインフラ更新事業      酒井 喜市郎（鉄建建設） 

⑧ 自治体の構造物調査 同上 

⑨ 空き屋・遊休農耕地の再利用 同上 

⑩ ＩＭへの協働推進 田中 努 （ＣＮＣＰ） 

⑪ ＩＭへのセオリーオブチェンジ 辻田 満 （ＣＮＣＰ） 

⑫ 広島版グリーンＩＭ事業 野村 吉春（ＣＮＣＰ） 

 

 

提出されたメモの分析・評価を行った結果、下

記の 5つのプロットモデルに整理されました。 

 

事業モデルⒶ；インフラ診断のプラットフォー

ム事業 

事業モデルⒷ；インフラメンテの包括民営化

事業 

事業モデルⒸ；インフラメンテの協働推進事

業 

事業モデルⒹ；公共施設・空き家等の利活用

活性化事業 

事業モデルⒺ；流域圏のグリーンインフラ・メ

ンテ事業 

本来ならばここでⒶ～Ⓔの 5つのプロットモデル

についてそれぞれ更に具体の事業としての組み

立ての検討に入るべきところだとは思いますがここ

で一旦その作業は留めておいて次の課題の検討

に入ります。そして前述した 5 つの全ての課題が

一巡した段階で、更に各課題に対する事業化へ

の取り組みを研究します。次回の第 7 回研究会の

テーマは「防災対応への貢献」とします。 

なお、CSV の視点とは①CSV 活動領域 ②社

会的価値提案モデル ③収益モデル ④取り組

みの連携・協働の 4つの切り口です。 

 

 

注釈：共通価値の創造（CSV）とは社会的課題

を工夫のある事業で解決を図ると共に合わせて

企業価値の向上を図る事業を称します。  

◆部門活動紹介：事業化推進部門 


